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A会場（12月2日（金）　1日目）

8:50〜9:00	 開会の辞

9:00〜9:50	 セミナー 1� 座長：石原　健司（旭神経内科リハビリテーション病院）

	 S1	 核医学検査で覗く変性疾患の楽屋裏 �  66
小林　良太（こばやし　りょうた）
山形大学医学部精神医学講座

10:00〜12:00	 シンポジウム1：高次脳機能障害者の自動車運転：運転行動上の特徴�
� 座長：外川　　佑（山形県立保健医療大学／新潟リハビリテーション病院）

	 SY1-1	 軽度の半側空間無視症例における運転行動特徴 �  74
外川　佑（そとかわ　たすく）
山形県立保健医療大学／新潟リハビリテーション病院

	 SY1-2	 失語症者の運転上の特徴 �  75
佐藤　卓也（さとう　たくや）
新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科／
新潟リハビリテーション病院言語聴覚科

	 SY1-3	 高次脳機能障害者が評価場面で示す運転行動エラー �  76
生田　純一（いくた　じゅんいち）
農協共済中伊豆リハビリテーションセンター／
筑波大学大学院人間総合科学研究群リハビリテーション科学学位プログラム

	 SY1-4	 高次脳機能障害者の運転再開に向けた多職種連携による評価と指導 �  77
岩城　直幸（いわき　なおゆき）
水原自動車学校

13:10〜14:10	 会員報告会・長谷川賞授賞式

14:20〜15:10	 セミナー 2�
� 座長：水野　勝広（東海大学医学部専門診療学系リハビリテーション科学）

	 S2	 半側空間無視の病態構造を捉える �  68
河島　則天（かわしま　のりたか）
国立障害者リハビリテーションセンター研究所

15:20〜17:20	 シンポジウム3：感じられない、感じてしまう、違って感じる　人生�
� 座長：目黒　祐子（東北医科薬科大学病院リハビリテーション部言語心理部門）

	 SY3-1	 前頭葉損傷に伴うNurturing syndromeと妊娠妄想 �  86
目黒　祐子（めぐろ　ゆうこ）
東北医科薬科大学病院リハビリテーション部言語心理部門
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	 SY3-2	 在りし日の記憶がつくった妄想性誤認�
－nurturing症候群がフレゴリの錯覚に移行した症例をめぐって－ �  87
千葉　朋子（ちば　ともこ）
総合南東北病院神経心理学研究部門

	 SY3-3	 バック・トゥ・ザ・ハイスクールデイズ �  88
橋本　竜作（はしもと　りゅうさく）
北海道医療大学リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科

	 SY3-4	 age-awareness障害と第三脳室�
―覚醒下開頭術中に急激な若年化を呈した症例から �  89
糸井　千尋（いとい　ちひろ）
NTTコミュニケーション科学基礎研究所
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B会場（12月2日（金）　1日目）

9:00〜11:00	 シンポジウム2：感じられない、感じてしまう、違って感じる　視覚�
� 座長：鈴木　麻希（大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学）

	 SY2-1	 認知症の視空間認知障害：後部皮質萎縮症を中心に �  80
鈴木　麻希（すずき　まき）
大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学

	 SY2-2	 パーキンソン病の錯視 �  81
佐々木　千波（ささき　ちなみ）
独立行政法人国立病院機構宮城病院

	 SY2-3	 輪郭線だけがわっとあるように感じる世界とは？�
ー実物/写真/線画はどう見えるのかー �  82
竹田　奈央子（たけだ　なおこ）
星ヶ丘医療センターリハビリテーション部

	 SY2-4	 発達性相貌失認を呈した症例の心の声を聴く �  83
藤本　寛巳（ふじもと　ひろみ）
医療法人敦賀温泉病院リハビリテーション科

11:00〜11:40	 口演：失語症・長期経過� 座長：立石　雅子（一般社団法人日本言語聴覚士協会）

	 1B1-1	 長期経過した失語症患者の喚語能力の改善過程 �  111
田中　奈三江1,2（たなか　なみえ）
1社会医療法人生長会府中病院言語聴覚療法室、
2脳梗塞集中リハビリセンターりんくうタウン

	 1B1-2	 訓練に拒否的だったウェルニッケ失語患者が社会参加に至るまでの長期介入 �  111
蜂谷　敦子1（はちや　あつこ）、新藤　千夏1、李　彩織1,2、塚越　千尋1,3、
俵　あゆみ1、納谷　敦夫1

1なやクリニック、2李クリニック、3藍野大学医療保健学部

	 1B1-3	 生活期失語症者に対する意味素性分析を用いた呼称訓練の効果 �  112
池下　博紀（いけした　ひろき）
福岡国際医療福祉大学言語聴覚専攻科

	 1B1-4	 生活期の言語障害患者に対する長期にわたるグループ訓練の効果 �  112
神崎　健二1（かんざき　けんじ）、舩川　亜沙子1、日野　美香1、向原　侑菜1、
實利　祐衣乃1、佐藤　朋世1、坊岡　峰子2

1広島県立障害者リハビリテーションセンター、
2県立広島大学保健福祉学部コミュニケーション障害学科
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12:10〜13:00	 ランチョンセミナー 1�
� 座長：鈴木　匡子（東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学）

	 LS1	 アルツハイマー病の顕在発症前診断に向けて：その到達点と課題
吉澤　浩志（よしざわ　ひろし）
東京女子医科大学脳神経内科

共催：エーザイ株式会社

14:10〜14:50	 口演：進行性失語1� 座長：遠藤　佳子（東北大学病院リハビリテーション部）

	 1B2-1	 原発性進行性失語症における書字障害の検討：�
非流暢/失文法型と意味型との比較 �  113
太田　祥子1（おおた　しょうこ）、菅野　重範1、川上　暢子1、森原　啓介1,2、
柿沼　一雄1、松原　史歩1、勝瀬　一登1,3、稲富　雄一郎1,4、鈴木　匡子1

1東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野、
2横浜市立大学大学院医学研究科神経内科学・脳卒中医学、
3東京大学大学院医学系研究科神経内科学、4済生会熊本病院脳神経内科

	 1B2-2	 意味型原発性進行性失語 （svPPA） 患者の長期呼称訓練の有用性と限界の検討 �  113
植田　恵1（うえだ　めぐみ）、高山　豊2

1帝京平成大学言語聴覚学科、2南八街病院

	 1B2-3	 進行性非流暢性失語の書字障害の特徴 �  114
伊藤　さゆり1（いとう　さゆり）、廣谷　祐一2、伊関　千書3、鈴木　匡子4

1新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
2訪問看護ステーションライズ、3山形大学医学部内科学第三講座神経学分野、
4東北大学大学院医学系研究科高次脳機能障害学

	 1B2-4	 言語性短期記銘力の低下が目立ったLogopenic progressive aphasiaの１例 �  114
市本　将也1（いちもと　まさや）、吉川　浩平1、時田　春樹2、中森　正博3、
三上　幸夫4

1広島大学病院診療支援部リハビリテーション部門、
2川崎医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚療法学科、
3広島大学大学院医系科学研究科脳神経内科学、4広島大学病院リハビリテーション科

14:50〜15:30	 口演：進行性失語2� 座長：松田　　実（清山会いずみの杜診療所）

	 1B3-1	 Logopenic variant PPAにおける音読�
－音韻障害に起因する失読パタンがみられるのか？ �  115
佐藤　ひとみ1（さとう　ひとみ）、雨宮　志門2、吉田　亮一2

1認知症介護研究・研修東京センター、2浴風会病院神経内科

	 1B3-2	 原発性進行性発語失行(PPAOS)で発症した進行性核上性麻痺(PSP)の10年の経過 �  115
大槻　美佳1（おおつき　みか）、水戸　泰紀2、橋爪　明3、中川　賀嗣4、
谷川　聖5、種井　善一6、加藤　万里絵6、田中　伸哉5,6

1北海道大学大学院保健科学研究院、2市立札幌病院脳神経内科、
3札幌山の上病院脳神経外科、4北海道医療大学リハビリテーション科学部、
5北海道大学化学反応創成研究拠点(WPI-ICReDD)、
6北海道大学大学院医学研究院腫瘍病理学教室
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	 1B3-3	 背景病理としてtauopathyと考えられた原発性進行性発語失行例 �  116
柏木　英人（かしわぎ　ひでと）、吉澤　浩志、関　美沙、北川　一夫
東京女子医科大学病院

	 1B3-4	 進行性非流暢性/失文法性失語例に対する構音面への治療的介入の試み�
～介入効果・維持効果・般化の検証～ �  116
高倉　祐樹1（たかくら　ゆうき）、大槻　美佳1,2、芳野　正修3、脇田　雅大4、
松島　理明4、廣谷　真5、矢部　一郎4

1北海道大学大学院保健科学研究院高次脳機能創発分野、
2北海道大学大学院保健科学研究院、3帯広厚生病院脳神経内科、	
4北海道大学脳神経内科、5札幌パーキンソンMS神経内科クリニック

15:30〜16:10	 口演：読み書き� 座長：水田　秀子（大阪公立大学附属病院）

	 1B4-1	 漢字熟語の語彙性判断が不良な失語症例の音読の誤り �  117
宮崎　泰広1,2（みやざき　やすひろ）、小割　貴博3,4、種村　純5、惠飛須　俊彦1,6

1関西電力医学研究所リハビリテーション医学研究部、
2飯能靖和病院リハビリテーション科、
3川崎医科大学附属病院リハビリテーションセンター、
4川崎医療福祉大学大学院医療技術学研究科、
5川崎医療福祉大学リハビリテーション学部、6関西電力病院リハビリテーション科

	 1B4-2	 左頭頂葉梗塞に伴う純粋失書の一例 �  117
塩川　美幸1（しおかわ　みゆき）、東山　毅1、高橋　竜一2、山本　真士2

1兵庫県立リハビリテーション西播磨病院リハビリ療法部、
2兵庫県立リハビリテーション西播磨病院脳神経内科

	 1B4-3	 トグル入力からフリック入力への変更によりLINE入力が可能となった、�
音韻失書例と頭頂葉性純粋失書例の2例 �  118
大森　智裕1（おおもり　ともひろ）、中山　徹耶1、阿久津　美友2、穴水　幸子3、
角田　亘4

1国際医療福祉大学成田病院リハビリテーション技術部、
2城南中央病院リハビリテーション部、3国立病院機構栃木医療センター精神科、
4国際医療福祉大学成田病院リハビリテーション科

	 1B4-4	 漢字書字障害を呈する左前頭葉腫瘍1例におけるLASC-errorの�
認知神経心理学的背景 �  118
渡辺　晃太1（わたなべ　こうた）、近藤　友也3、上間　清司4、橋本　幸成5、
三盃　亜美6、渡辺　晃太2

1国際医療福祉大学病院リハビリテーション室、2筑波大学大学院人間系、
3国際医療福祉大学病院脳神経外科、4武蔵野大学人間科学部、5目白大学言語聴覚学科、
6筑波大学人間系
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16:10〜17:00	 口演：失語・社会�
� 座長：坂井麻里子（医療法人友紘会友紘会総合病院）

	 1B5-1	 失語症者のQOLおよび社会参加状況と障害福祉サービスへのニーズの検討（第一報）�
　 �  119
小西　海香1（こにし　みか）、斎藤　文恵1、船山　道隆2、中川　良尚3、
浦野　雅世4、藤永　直美5、大住　雅紀6、立石　雅子7、種村　純8、三村　將1

1慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室、2足利赤十字病院神経精神科、
3江戸川病院リハビリテーション科、
4横浜市脳卒中神経・脊椎センターリハビリテーション部、
5東京都リハビリテーション病院リハビリテーション部、
6霞が関南病院リハビリテーション部、7日本言語聴覚士協会、
8川崎医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚療法学科

	 1B5-2	 ADL能力向上と代償手段獲得によって活動拡大と社会的スキルの向上がみられた�
重度失語症の一例 �  119
花田　信（はなだ　しんじ）、福尾　ひさみ、柴田　智子、岩崎　道治、
中岡　真弘、増田　基嘉
堺市立健康福祉プラザ生活リハビリテーションセンター

	 1B5-3	 失語症デイサービスから就労継続支援B型へ移行後もQOLが維持された�
中等度運動性失語の一例 �  120
安居　和輝1,2（やすい　かずき）、安居　道子1、渡邉　和子1、細見　美佳1、
種村　純2

1一般社団法人ことばの道ことばの道デイサービス、
2川崎医療福祉大学大学院医療技術学研究科感覚矯正学専攻

	 1B5-4	 大学復帰を果たした法学部生失語症症例の回復経過 �  120
本家　華子（もといえ　はなこ）、磯野　理、山田　由利子、林　達也
京都民医連あすかい病院リハビリテーション部

	 1B5-5	 失語症により情報通信技術（ICT）活用能力はどう変化するか�
－41歳失語症例の経時的変化から考える－ �  121
近藤　郁江1（こんどう　いくえ）、中川　良尚1、笹嶋　侑子1、原　未来1、
佐野　洋子1、船山　道隆2、山谷　洋子3、加藤　正弘3

1江戸川病院リハビリテーション科、2足利赤十字病院神経精神科、3江戸川病院神経内科



― 26 ―― 26 ―

C会場（12月2日（金）　1日目）

9:00〜9:40	 口演：失語・基礎研究�
� 座長：大石　如香（新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科）

	 1C1-1	 聾者と盲者での音声・書字言語と手話・点字の解読：�
MEGによる皮質部位の経時的活性化の観察 �  125
本田　美和1（ほんだ　みわ）、河野　寛一2、苅安　誠3、下堂薗　恵4

1潤和会記念病院リハビリテーション療法部、2潤和会記念病院リハビリテーション科、	
3ヒト・コミュニケーション科学ラボ、
4鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハビリテーション医学

	 1C1-2	 健常者の呼称場面での発話内容の検討―言い誤りの分析を中心に― �  125
五十嵐　將隆1,2（いがらし　まさたか）、鈴木　章吾1、秦　若菜3、石坂　郁代3、
東川　麻里3

1医療法人社団永生会永生病院、2北里大学大学院医療系研究科、3北里大学医療衛生学部

	 1C1-3	 回復期失語症例における発話に関わる成績の序列に関する検討 �  126
山田　晃司1,2（やまだ　こうじ）、橋本　竜作3、幅寺　慎也1

1医療法人社団shindo旭川リハビリテーション病院リハビリテーション部、
2北海道医療大学大学院リハビリテーション科学研究科リハビリテーション科学専攻、
3北海道医療大学リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科

	 1C1-4	 意味の典型性が失語症の呼称に与える影響�
―喚語障害の誤反応パターンによる検討― �  126
石井　由起1（いしい　ゆき）、宇野　彰2

1東北文化学園大学医療福祉学部リハビリテーション学科、2LD・Dyslexiaセンター

9:40〜10:20	 口演：失語・側性化�
� 座長：永井知代子（帝京平成大学健康メディカル学部言語聴覚学科）

	 1C2-1	 右半球損傷により失語症を呈した２症例について �  127
井上　芳和（いのうえ　よしかず）、橋本　春美、岡崎　祥、藤原　瀬津雄、
諸富　隆、及川　忠人
一般財団法人みちのく愛隣協会東八幡平病院リハビリテーション部

	 1C2-2	 血栓溶解療法と経皮的血栓回収術施行後に非流暢性失語とジャルゴン失書を�
認めた右利き左半球損傷の一例 �  127
笠原　真紀1（かさはら　まき）、新江　万里江1、勝野　健太1、小林　勇矢2、
大竹　弘哲3

1社会医療法人財団慈泉会相澤病院回復期リハ科、
2社会医療法人財団慈泉会相澤病院リハセラピスト部門、
3社会医療法人財団慈泉会相澤病院リハビリテーション科

	 1C2-3	 もやもや病に伴う右半球梗塞により交叉性失語を呈した一例 �  128
砂押　絵梨花1（すなおし　えりか）、石原　健司2、遠藤　佳子3、旭　俊臣2

1旭神経内科リハビリテーション病院リハビリテーション部、
2旭神経内科リハビリテーション病院神経内科、3東北大学病院リハビリテーション部
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	 1C2-4	 右前大脳動脈（ACA）領域梗塞により交叉性失語を呈した一例 �  128
加倉井　美沙1（かくらい　みさ）、石原　健司2、遠藤　佳子3、小林　一彦4、
旭　俊臣2

1旭神経内科リハビリテーション病院リハビリテーション部、
2旭神経内科リハビリテーション病院神経内科、3東北大学病院リハビリテーション部、
4旭神経内科リハビリテーション病院精神神経科

10:20〜11:00	 口演：錯語・ジャルゴン� 座長：東川　麻里（北里大学医療衛生学部）

	 1C3-1	 左島梗塞後に多彩な錯語を呈した流暢性失語の1例 �  129
内山　良則1（うちやま　よしのり）、松田　実2

1大阪市立総合医療センターリハビリテーション科、2清山会いずみの杜診療所

	 1C3-2	 前頭葉損傷による意味性ジャルゴンの質的検討：�
韻を踏むジャルゴンの発現機序 �  129
森田　亜由美1（もりた　あゆみ）、遠藤　佳子1、太田　祥子2、松田　実3、
鈴木　匡子2

1東北大学病院リハビリテーション部、
2東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野、3清山会いずみの杜診療所

	 1C3-3	 部分的な表記不能型ジャルゴンが後遺した症例に対する内省を交えた一考察 �  130
西　友希（にし　ともき）
畷生会脳神経外科病院リハビリテーション科

	 1C3-4	 語形認知の障害と新造語発話を呈した非流暢性失語の一例 �  130
太田　信子1,2（おおた　のぶこ）、種村　純1,2、宮崎　彰子1,2、原田　夏芽2、
新井　伸征3、花山　耕三3

1川崎医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚療法学科、
2川崎医科大学附属病院リハビリテーションセンター、
3川崎医科大学リハビリテーション医学教室

11:00〜11:40	 口演：失語・呼称� 座長：中川　良尚（江戸川病院リハビリテーション科）

	 1C4-1	 発症時重度混合型失語症例の呼称における誤反応の長期的変化 �  131
原　未来1（はら　みき）、中川　良尚1、笹嶋　侑子1、近藤　郁江1、佐野　洋子1、
船山　道隆2、山谷　洋子3、加藤　正弘3

1江戸川病院リハビリテーション科、2足利赤十字病院神経精神科、3江戸川病院神経内科

	 1C4-2	 呼称で音韻性と語彙性の誤りが同時に表れた頭部外傷の一例 �  131
田村　和子1（たむら　かずこ）、石川　千里1、大橋　知記1、佐藤　卓也1,2、
小股　整3

1新潟リハビリテーション病院リハビリテーション部言語聴覚科、
2新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
3新潟リハビリテーション病院リハビリテーション部

	 1C4-3	 音韻cueヒントにより誤反応が変化した左前頭葉脳梗塞の1例 �  132
阪下　英代1（さかした　ふさよ）、近藤　正樹2,3、三上　靖夫1,4

1京都府立医科大学付属病院リハビリテーション部、
2京都府リハビリテーション支援センター、
3京都府立医科大学大学院医学研究科脳神経内科学、
4京都府立医科大学大学院医学系研究科リハビリテーション医学
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	 1C4-4	 呼称と語列挙の乖離がみられ超皮質性運動失語を呈した脳梗塞の一例 �  132
木戸　千穂1（きど　ちほ）、大橋　良浩1,2、崔　聡3、池田　巧1、近藤　正樹4,5

1京都第一赤十字病院リハビリテーション科、
2京都光華女子大学医療科学部医療福祉科言語聴覚専攻、
3京都第一赤十字病院脳神経・脳卒中科、4京都府リハビリテーション支援センター、
5京都府立医科大学大学院脳神経内科学

14:10〜14:50	 口演：前頭葉1� 座長：小林　俊輔（帝京大学神経内科）

	 1C5-1	 脳卒中後に生じる体温調節の障害 �  133
船山　道隆1（ふなやま　みちたか）、是木　明宏2、三村　將3

1足利赤十字病院神経精神科、2国立病院機構下総精神医療センター、
3慶應義塾大学医学部精神神経科

	 1C5-2	 頭蓋咽頭腫および胚細胞腫患者の前頭葉機能に関する行動障害 �  133
駒木　美紗1（こまき　みさ）、上田　敬太2,3、荒川　芳輝4、梅田　雄嗣5、
丹治　正大4、生方　志浦6、植野　司7、草野　佑介1、村井　俊哉3、田畑　阿美1

1京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻、
2京都光華女子大学健康科学部医療福祉学科言語聴覚専攻、
3京都大学医学部附属病院精神科神経科、4京都大学医学部附属病院脳神経外科、
5京都大学医学部附属病院小児科、
6京都大学大学院医学研究科メディカルイノベーションセンター、
7京都大学医学部附属病院総合臨床教育・研修センター

	 1C5-3	 交通事故による前頭前野損傷症例に対する高次脳機能評価について �  134
小山　由美1（こやま　ゆみ）、原島　宏明1,2、宮野　佐年1

1南東北グループ医療法人財団健貢会総合東京病院リハビリテーション科、	
2南東北グループ首都圏リハビリテーション部門

	 1C5-4	 両側前頭葉内側面と前部帯状回の損傷により尿失禁を繰り返していたが、�
社会復帰が可能になった一例 �  134
坂本　和貴1,2（さかもと　かずたか）、小林　良太1、伊藤　慎悟3、赤塚　江莉3、
川勝　忍2、平山　和美4

1山形大学医学部精神医学講座、2福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座、
3篠田総合病院リハビリセンター、4山形県立保健医療大学

14:50〜15:30	 口演：前頭葉2� 座長：福井　俊哉（かわさき記念病院）

	 1C6-1	 前頭斜走路の機能解析とその機能温存を目指して �  135
山本　裕泰1（やまもと　ひろやす）、本村　和也2、原　大介1、小山　恭平1、
木全　由佳理1、水野　知美1、齋藤　竜太2、西田　佳弘3

1名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション部、
2名古屋大学大学院医学系研究科脳神経外科学、
3名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション科

	 1C6-2	 前頭葉病変に伴う行動異常の行動経済学的評価 �  135
村田　夕紀1（むらた　ゆき）、小林　俊輔2

1板橋中央総合病院総合診療科、2帝京大学神経内科
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	 1C6-3	 不安定な同側性病的把握現象を呈した1例 �  136
赤津　花凜1（あかつ　かりん）、塚本　能三1,2、今村　和弘3

1医療法人友和会今村病院リハビリテーション部、
2大阪河崎リハビリテーション大学リハビリテーション学部言語聴覚学専攻、
3医療法人友和会今村病院脳神経外科

	 1C6-4	 右手のAlien hand syndromeを呈し，自己抑制が可能となった�
左前大脳動脈領域の脳梗塞の１症例 �  136
瀧　麻里那1（たき　まりな）、藤村　育実1、竹内　利貴2、鴻上　雄一1、
古田　亮一1、菅原　和広3

1柏葉脳神経外科病院リハビリテーション部、2札幌医科大学大学院保健医療学研究科、
3札幌医科大学保健医療学部理学療法学科

15:30〜16:10	 口演：行為� 座長：中川　賀嗣（北海道医療大学リハビリテーション科学部）

	 1C7-1	 右大脳皮質中心領域の脳挫傷により左側上肢に肢節運動失行を呈した一例 �  137
豊栄　峻1,2（ほうえい　たかし）、河村　健太郎2、下堂薗　恵2

1鹿児島大学病院リハビリテーション部、
2鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハビリテーション医学

	 1C7-2	 右頭頂葉脳出血後に生じた一側性の着衣障害 �  137
今田　泰裕1,2（いまだ　やすひろ）、起塚　友美1、備酒　睦子1、駒井　崇紀3、
三浦　靖史2

1神戸掖済会病院リハビリテーション科、2神戸大学大学院保健学研究科、
3神戸掖済会病院脳神経外科

	 1C7-3	 左側脳塞栓に続発した左側小脳損傷で認めた着衣障害 �  138
山本　潤1（やまもと　じゅん）、前田　眞治2、菅原　光晴3、原　麻理子4、
高田　善栄5、清水　麻衣6、加藤　貴也6

1国際医療福祉大学小田原保健医療学部作業療法学科、
2国際医療福祉大学大学院リハビリテーション学分野、3ふじの温泉病院、
4国際医療福祉大学福岡保健医療学部作業療法学科、
5一般財団法人脳神経疾患研究所附属総合南東北病院、6国際医療福祉大学熱海病院

	 1C7-4	 回復期リハビリテーション病棟の脳卒中患者における更衣自立可否の要因�
－決定木を用いた分析－ �  138
中村　星弥（なかむら　せいや）、牧　芳昭、森田　秋子
鵜飼リハビリテーション病院リハビリテーション部

16:10〜16:50	 口演：小児・発達�
� 座長：藤原加奈江（東北文化学園大学医療福祉学部リハビリテーション学科言語聴覚学専攻）

	 1C8-1	 数字の音読が困難であったSLIと発達性ディスレクシア併存例 �  139
春原　則子1,2（はるはら　のりこ）、坂崎　弘幸1,2

1目白大学保健医療学部・言語聴覚学科、2目白大学時科学研究所クリニック

	 1C8-2	 自閉スペクトラム症における「抽象的態度」の問題 �  139
丹治　和世（たんじ　かずよ）、川嶋　真紀子、加藤　進昌
小石川東京病院
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	 1C8-3	 リステリア髄膜炎により急性脳症を発症し視覚認知障害・全失語を呈した�
小児の1例 �  140
西川　奈央人（にしかわ　なおと）
大阪赤十字病院附属大手前整肢学園訓練課

	 1C8-4	 表出性言語発達障害2事例の経過についての考察�
～発達性発語失行に注目して～ �  140
伊藤　敬市1,2（いとう　けいいち）、松浦　千春3

1武蔵野徳洲会病院リハビリテーション科、2東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科、
3法政大学
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D会場（12月2日（金）　1日目）

9:00〜9:40	 口演：記憶�
� 座長：月浦　　崇（京都大学大学院人間・環境学研究科認知・行動科学講座認知科学分野）

	 1D1-1	 左尾状核出血により記憶障害を呈した一症例 �  143
山路　実加1（やまじ　みか）、高木　正仁2、横田　千晶1

1国立循環器病研究センター脳血管リハビリテーション科、2虎ノ門診療所

	 1D1-2	 ヘルペス脳炎の再発により、純粋健忘症候群を呈した一例 �  143
久保　貴哉1（くぼ　たかや）、大箭　夏輝2、高野　弘基3

1米山爽風苑リハビリ(元立川綜合病院リハビリテーション科）、
2立川綜合病院リハビリテーション科、3立川綜合病院神経内科

	 1D1-3	 脳震盪後に記憶障害を呈した大学生例 �  144
伊藤　海人1（いとう　かいと）、丹羽　陽児1、佐々木　庸2

1社会医療法人ささき会藍の都脳神経外科病院リハビリテーション科、
2社会医療法人ささき会藍の都脳神経外科病院脳神経外科

	 1D1-4	 デフォルトモードネットワーク機能的結合数と関連した加齢による�
trial-and-error learningの困難さ �  144
山下　円香1,2（やました　まどか）、下川　哲也3、橋本　晋吾1,2、砂川　耕作1、
種村　留美2

1関西医科大学リハビリテーション学部、2神戸大学大学院保健学研究科、3大阪大学

9:40〜10:20	 口演：注意・病態認知�
� 座長：前島伸一郎（国立研究開発法人国立長寿医療研究センター長寿医療研修センター）

	 1D2-1	 全般性注意障害患者10例におけるパズル課題の誤反応の特徴と注意機能の�
関係について �  145
渡邉　望1（わたなべ　のぞみ）、小田柿　誠二2

1千葉県済生会習志野病院医療技術部リハビリテーション室言語聴覚部門、
2谷津保健病院リハビリテーション科言語聴覚療法室

	 1D2-2	 びまん性軸索損傷患者における注意機能障害と注意関連ネットワークの�
安静時機能的結合性との関連 �  145
植野　仙経1（うえの　せんけい）、生方　志浦2、大石　直也2、上田　敬太1,3

1京都大学大学院医学研究科脳病態生理学講座精神医学教室、
2京都大学大学院医学研究科メディカルイノベーションセンター、
3京都光華女子大学医療福祉学科

	 1D2-3	 潜在学習の方略は脳卒中患者の二重課題のパフォーマンスの向上に有用か �  146
有川　瑛人1（ありかわ　えいと）、窪田　正大2、原口　友子1、夏越　祥次3

1医療法人玉昌会加治木温泉病院総合リハビリテーションセンター、
2鹿児島大学大学院保健学研究科、3医療法人玉昌会加治木温泉病院内科
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	 1D2-4	 高次脳機能障害に対しての「気づき」とは�
-くも膜下出血発症例の症状経過からの考察- �  146
村田　和人1（むらた　かずと）、齊藤　隆之1、鈴木　朱音1、山口　敦1、
大川　英徳2、清塚　鉄人3、岩本　康之介3

1国家公務員共済組合連合会三宿病院リハビリテーション科、
2国家公務員共済組合連合会三宿病院脳神経外科、
3国家公務員共済組合連合会三宿病院神経内科

10:20〜11:00	 口演：精神症状・社会認知� 座長：穴水　幸子（NHO栃木医療センター）

	 1D3-1	 認知症高齢者における不安症状とBPSDとの関連の検討 �  147
武田　景敏1（たけだ　あきとし）、皆谷　忍1、内田　健太郎2、伊藤　義彰1

1大阪公立大学医学部脳神経内科、2大阪公立大学医学部神経精神科

	 1D3-2	 複合的な介入がBPSDの改善に繋がった脳梗塞を合併した心不全症例 �  147
宮内　貴之1,2（みやうち　たかゆき）、佐々木　祥太郎1、佐々木　洋子1、
根本　慎司3、種村　留美2

1聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院リハビリテーション部、
2神戸大学大学院保健学研究科リハビリテーション科学領域、
3昭和大学保健医療学部理学療法学科

	 1D3-3	 心拍変動バイオフィードバック訓練による不安低減効果とその脳活動 �  148
齋藤　隆司1（さいとう　りゅうじ）、吉田　一生2、澤村　大輔2、時國　幸奈1、
渡邊　陽裕1、段　ビョウ文1、境　信哉2

1北海道大学大学院保健科学院保健科学専攻、
2北海道大学大学院保健科学研究院リハビリテーション科学分野

	 1D3-4	 間脳腫瘍患者の神経認知機能および社会認知 �  148
田畑　阿美1（たばた　あみ）、生方　志浦2、荒川　芳輝3、梅田　雄嗣4、
丹治　正大3、植野　司5、駒木　美紗1、村井　俊哉6、上田　敬太6,7

1京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻、
2京都大学大学院医学研究科メディカルイノベーションセンター、
3京都大学医学部附属病院脳神経外科、4京都大学医学部附属病院小児科、
5京都大学医学部附属病院総合臨床教育・研修センター、
6京都大学医学部附属病院精神科神経科、
7京都光華女子大学健康科学部医療福祉学科言語聴覚専攻

11:00〜11:40	 口演：時間・数の処理� 座長：鈴木　則夫（滋賀県立総合病院精神科）

	 1D4-1	 脳腫瘍患者を対象とした行動のペーシングと主観的な時間経過の感覚の関係の検討 �  149
重宗　弥生1,2（しげむね　やよい）、斎藤　聖子2,3、弘光　健太郎2,4、
浜本　加奈子4,5、越智　隆太4、篠浦　伸禎6、山田　良治6、緑川　晶2,4

1東北福祉大学総合福祉学部福祉心理学科、2中央大学人文科学研究所、
3杏林大学保健学部臨床心理学科、4中央大学大学院文学研究科心理学専攻、
5国立障害者リハビリテーション病院リハビリテーション部、
6東京都立駒込病院脳神経外科

	 1D4-2	 進行期のsemantic dementia例の時計認知について �  149
小森　憲治郎1（こもり　けんじろう）、武田　直也1、大西　李奈1、横田　修2

1認知症疾患医療センター十全ユリノキ病院、2きのこエスポアール病院
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	 1D4-3	 数の音韻とアラビア数字形式のみに障害を呈した、左頭頂葉梗塞の一例 �  150
伊藤　香織1（いとう　かおり）、堀田　悠斗2、高橋　仁美1、平山　和美3

1大森赤十字病院リハビリテーション課、2大森赤十字病院脳神経内科、
3山形県立保健医療大学

	 1D4-4	 全失語例における数処理に関する一考察 �  150
坂井　麻里子1,2（さかい　まりこ）、平山　和美3、磯尾　摩耶5、西川　隆4

1医療法人友紘会友紘会総合病院リハビリテーション科、
2大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科、3山形県立保健医療大学、
4奈良学園大学保健医療学部、5所属なし

14:10〜14:50	 口演：レビー小体病� 座長：長濱　康弘（かわさき記念病院）

	 1D5-1	 字が読みにくいパーキンソン病患者と輝度コントラスト感度障害 �  151
細川　大瑛1,2（ほそかわ　ひろあき）、平山　和美3、大泉　英樹4、馬場　徹4、
武田　篤4

1国立病院機構仙台西多賀病院リハビリテーション科、
2東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野、3山形県立保健医療大学、
4国立病院機構仙台西多賀病院脳神経内科

	 1D5-2	 パーキンソン病の視覚認知機能について：錯綜図を用いた検討 �  151
佐鳥　春奈1（さとり　はるな）、阿部　晶子2、橋本　律夫3

1国際医療福祉大学病院リハビリテーション室、2国際医療福祉大学言語聴覚学科、
3国際医療福祉大学病院脳神経内科

	 1D5-3	 パーキンソン病患者における選択肢を失うことへの忌避感の低下 �  152
重宗　弥生1（しげむね　やよい）、川崎　伊織2,3、馬場　徹4、武田　篤4、
阿部　修士5

1東北福祉大学総合福祉学部福祉心理学科、2福島県立医科大学保健科学部作業療法学科、
3国立病院機構仙台西多賀病院リハビリテーション科、
4国立病院機構仙台西多賀病院脳神経内科、5京都大学人と社会の未来研究院

	 1D5-4	 レビー小体型認知症（純粋型）の病初期に漢字の選択的失書を呈した一例 �  152
小田嶋　佐代子1（おだしま　さよこ）、赤田　加奈江1、武石　香里1、下村　辰雄2

1秋田県立リハビリテーション・精神医療センター機能訓練部言語聴覚療法室、
2秋田県立リハビリテーション・精神医療センター認知症診療部

14:50〜15:30	 口演：認知症� 座長：小森憲治郎（認知症疾患医療センター十全ユリノキ病院）

	 1D6-1	 脳アミロイドアンギオパチーによってDLB様の症状を呈した3例 �  153
竹田　佳世1,3（たけだ　かよ）、鈴木　由貴3、林　実佳3,4、池田　学1,3、森　悦朗2,3

1大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、
2大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学、
3日本生命病院神経科・精神科、4小阪病院精神科

	 1D6-2	 意味性認知症患者に対する遠隔言語療法の有効性 �  153
高崎　昭博1,2（たかさき　あきひろ）、鈴木　麻希3、垰夲　大喜1、橋本　衛4、
池田　学1

1大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、2熊本大学大学院医学教育部、
3大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学、
4近畿大学医学部精神神経科学教室
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	 1D6-3	 時刻表的生活に没頭しているsemantic dementiaの治療経験 �  154
西　晃1（にし　あきら）、向井　寛朗2、高田　武人3、船山　道隆3、三村　將2

1桜ヶ丘記念病院、2慶應義塾大学病院精神神経科、3足利赤十字病院神経精神科

	 1D6-4	 患者の馴染みの関係・環境を構築することで治療の継続と社会資源の導入に�
成功した前頭側頭型認知症の1例 �  154
永田　優馬1（ながた　ゆうま）、堀田　牧1、鈴木　麻希2、垰夲　大喜1、
佐竹　祐人1、石丸　大貴3、池田　学1

1大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、
2大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学、
3大阪大学医学部附属病院医療技術部

15:30〜16:10	 口演：各種疾患�
� 座長：今村　　徹（新潟医療福祉大学大学院医療福祉学研究科保健学専攻言語聴覚学分野）

	 1D7-1	 臍帯血移植前の血液がん患者の認知機能の特徴 �  155
馬場　千夏1（うまば　ちなつ）、山脇　理恵1、濱田　涼太1、新井　康之2、
諫田　淳也3、池口　良輔1,4、松田　秀一1,4、村井　俊哉5

1京都大学医学部附属病院リハビリテーション部、
2京都大学医学部附属病院検査部・細胞療法センター、
3京都大学大学院医学研究科血液・腫瘍内科学、4京都大学大学院医学研究科整形外科学、
5京都大学大学院医学研究科精神医学

	 1D7-2	 レジオネラ肺炎の発症後に認知機能障害が生じた一例 �  155
堀池　正太1（ほりいけ　しょうた）、大貫　友博2、仁紫　了爾3、深川　和利1

1社会医療法人宏潤会大同病院リハビリテーション科、
2社会医療法人宏潤会大同病院呼吸器内科、3社会医療法人宏潤会大同病院脳神経内科

	 1D7-3	 発動性の低下が顕著であった神経核内封入体病の認知機能障害に関する一考察 �  156
坂田　理恵子1（さかた　りえこ）、嶋本　貴之2、吉村　貴子3

1JCHO京都鞍馬口医療センターリハビリテーション科、
2JCHO京都鞍馬口医療センター内科、3京都先端科学大学言語聴覚学科

	 1D7-4	 中枢神経系胚細胞腫瘍治療経過における高次脳機能障害の特徴�
-2症例の作業療法経過より- �  156
稲田　雅也1（いなだ　まさなり）、山岸　誠1、東山　雄一2、中村　健3

1横浜市立大学附属病院リハビリテーション部、
2横浜市立大学医学部脳卒中医学・神経内科学、
3横浜市立大学医学部リハビリテーション科学教室
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ポスター会場（12月2日（金）　1日目）

10:30〜11:02	 ポスター ：アルツハイマー病�
� 座長：樫林　哲雄（兵庫県立はりま姫路総合医療センター精神科）

	 1P1-1	 軽度アルツハイマー病におけるアパシーの自覚と右縁上回の血流低下 �  159
鐘本　英輝（かねもと　ひでき）、垰夲　大喜、佐竹　祐人、小泉　冬木、
末廣　聖、佐藤　俊介、和田　民樹、吉山　顕次、池田　学
大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室

	 1P1-2	 軽度アルツハイマー病におけるアパシーの因子分析と脳血流低下 �  159
垰夲　大喜（たおもと　だいき）、鐘本　英輝、佐竹　祐人、小泉　冬木、
末廣　聖、佐藤　俊介、和田　民樹、吉山　顕次、池田　学
大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室

	 1P1-3	 軽度認知障害・軽度アルツハイマー型認知症における記憶モニタリングと�
精神的健康度との関連 �  160
林　敦子1（はやし　あつこ）、古和　久朋1、立花　久嗣2、阪井　一雄3、
山本　泰司4、曽良　一郎2

1神戸大学大学院保健学研究科、2神戸大学大学院医学研究科、
3神戸学院大学総合リハビリテーション学部、4神戸大学保健管理センター

	 1P1-4	 難聴がアルツハイマー病患者の臨床像に与える影響：�
介護者への構造化インタビューを用いた検討 �  160
内山　信1,2（うちやま　まこと）、森下　風香1、伊藤　拓海1、佐藤　卓也1,3、
今村　徹1,2

1新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
2新潟リハビリテーション病院神経内科、
3新潟リハビリテーション病院リハビリテーション部言語聴覚科

11:15〜11:47	 ポスター ：各種認知症� 座長：鐘本　英輝（大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室）

	 1P2-1	 レビー小体型認知症における比喩理解－アルツハイマー型認知症との異同－ �  161
藤本　憲正1（ふじもと　のりまさ）、中村　光2、涌谷　陽介3

1倉敷平成病院言語聴覚科、2岡山県立大学大学院保健福祉学研究科、
3倉敷平成病院脳神経内科

	 1P2-2	 神経心理学的検査にて短期間での認知機能の変化を捉えることができた�
クロイツフェルト・ヤコブ病の一例 �  161
三瀬　和人（みせ　かずひと）、鈴木　万葉、岡田　玲奈
愛媛県立中央病院リハビリテーション部

	 1P2-3	 病初期から終末期までコミュニケーションの支援に関わった�
クロイツフェルト・ヤコブ病と考えられた一例 �  162
渡邊　有希子1（わたなべ　ゆきこ）、進藤　里菜1、渡辺　学1、滝山　容子2、
内田　信也3

1北里大学メディカルセンターリハビリテーションセンター、
2北里大学メディカルセンター脳神経内科、
3国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科
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	 1P2-4	 退院前評価では軽度の高次脳機能の低下を呈し家族の想定以上に日常生活に�
影響した辺縁系脳炎の1例 �  162
坪井　理佳1（つぼい　りか）、宮田　美和子2、間所　佑太3、植木　美乃1

1名古屋市立大学病院リハビリテーション部、
2日本福祉大学健康科学部福祉工学科情報工学専修、3名古屋市立大学病院神経内科

10:30〜11:02	 ポスター ：失語の読み書き・発語失行�
� 座長：太田　祥子（東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野）

	 1P3-1	 音韻失読の一例 �  163
山崎　春菜1（やまざき　はるな）、沖田　浩一1、八幡　徹太郎2

1金沢大学附属病院リハビリテーション部、2金沢大学附属病院リハビリテーション科

	 1P3-2	 書字でのコミュニケーションが可能になった重度高次脳機能障害を併存した�
失語症の一例 �  163
諸澤　瞬人1（もろさわ　まなと）、香月　靜1、金子　真人2,3、官澤　紗1、
佐野　剛雅3,4、高田　紫月1

1江戸川メディケア病院リハビリテーション科、2国士館大学大学院人文科学研究科、	
3NPO法人LD・Dyslexiaセンター、4多摩北部医療センターリハビリテーション科

	 1P3-3	 特殊音節の仮名書字障害に対して，音韻操作訓練と遮断除去法を用いる�
書取訓練を行った一例 �  164
源田　亮二1（げんだ　じゅんじ）、木村　彩乃2、八幡　徹太郎3

1金沢大学附属病院リハビリテーション部、
2浅ノ川総合病院リハビリテーションセンター、
3金沢大学附属病院リハビリテーション科

	 1P3-4	 純粋発語失行３例の継時的変化：発話症状の変動性に焦点を当てた報告 �  164
川邊　圭太（かわべ　けいた）、長畑　則子
農協共済中伊豆リハビリテーションセンターリハビリテーション部言語聴覚療法科

11:15〜11:47	 ポスター ：各種原因による症状�
� 座長：遠藤　佳子（東北大学病院リハビリテーション部）

	 1P4-1	 神経心理検査により潜在性の左半側空間無視を認めた大脳皮質基底核症候群の2例 �  165
松田　佳奈1（まつだ　かな）、新堂　晃大1,2、上田　有紀人2、水谷　あかね2、
宇都宮　貴哉2、伊井　裕一郎2、佐藤　正之2、冨本　秀和2

1三重大学大学院医学系研究科認知症医療学、
2三重大学大学院医学系研究科神経病態内科学

	 1P4-2	 てんかん重積後注意機能・近時記憶機能の問題を呈した70代男性の�
病態認識改善を目指したリハビリテーション �  165
夘埜　静奈1（うの　しずな）、河地　由恵1、後藤　貴浩2、熊木　陽平1、
齋藤　陽子1、金丸　晶子1

1地方独立行政法人東京都健康長寿医療センターリハビリテーション科、
2財団明理会西仙台病院臨床心理室
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	 1P4-3	 配分性注意障害を呈した橋出血症例へのDual Taskを用いた認知リハビリテーションの効果 �  166
齋藤　良行1,2（さいとう　よしゆき）、小島　伸枝3、中川　賀嗣2,4

1社会医療法人社団カレスサッポロ時計台記念病院作業療法科、
2北海道医療大学大学院リハビリテーション科学研究科、
3社会医療法人社団カレスサッポロ時計台記念病院リハビリテーション部、
4北海道医療大学リハビリテーション科学部

	 1P4-4	 視床下核刺激術後の高次脳機能変化：若年者と高齢者との比較検討 �  166
宮田　美和子1（みやた　みわこ）、梅村　淳2、岡　雄一3、松川　則之4

1日本福祉大学健康科学部、2順天堂大学運動障害疾患病態研究・治療講座、
3名古屋市立大学脳神経外科、4名古屋市立大学脳神経内科

10:30〜11:02	 ポスター ：記憶� 座長：梅田　　聡（慶應義塾大学）

	 1P5-1	 右内包膝部～右視床出血、脳室内出血にて記銘力障害をきたしたもやもや病の1例 �  167
黒崎　修平1（くろさき　しゅうへい）、馬場　尊1、川田　竜也1、間々田　浩明1、
稲葉　貴恵1、笹尾　亮太2

1足利赤十字病院リハビリテーション科、2足利赤十字病院脳神経外科

	 1P5-2	 日常生活における展望記憶と遂行機能の関連について �  167
風間　麻莉菜1（かざま　まりな）、菊池　太賀1、藤森　健也3、岡村　陽子2

1専修大学大学院文学研究科、2専修大学人間科学部、3ベネッセスタイルケア

	 1P5-3	 日常生活における展望記憶の想起に関する質的研究 �  168
菊池　太賀1（きくち　たいが）、風間　麻莉菜1、藤森　健也3、岡村　陽子2

1専修大学大学院文学研究科、2専修大学人間科学部、3ベネッセスタイルケア

	 1P5-4	 高次脳機能障害者の展望記憶に関する主観的評価�
-自己評価と家族評価による検討- �  168
三浦　佳代子（みうら　かよこ）
長崎純心大学人文学部地域包括支援学科

11:15〜11:47	 ポスター ：半側空間無視・視覚� 座長：菅原　光晴（清伸会ふじの温泉病院）

	 1P6-1	 視線・頭部回旋の同時計測による半側空間無視の改善プロセスの特徴づけ �  169
中田　佳佑1（なかた　けいすけ）、藤井　慎太郎1、大松　聡子2、河島　則天3

1医療法人友紘会西大和リハビリテーション病院リハビリテーション部、
2国立障害者リハビリテーションセンター病院リハビリテーション部再生医療リハビリテーション室、
3国立障害者リハビリテーションセンター研究所運動機能系障害研究部

	 1P6-2	 半側空間無視の病態特性把握のための包括的評価システムの開発 �  169
河島　則天1（かわしま　のりたか）、大松　聡子1、高村　優作1、田中　幸平2

1国立障害者リハビリテーションセンター研究所運動機能系障害研究部、
2静岡リハビリテーション病院

	 1P6-3	 Catherine Bergego Scale （CBS） 下位項目の特性について �  170
河野　菜未1（かわの　なみ）、安藤　大地1、垣田　真理子1、川本　亜野花1、
永田　真瑠1、渡邊　大雅1、小出水　和也2

1福岡リハビリテーション病院リハビリテーション部、
2医療法人社団三友会祇園デイサービスセンター
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	 1P6-4	 左後頭葉病変により変形視を呈し，左右の目で見え方が異なった一症例 �  170
田　一賢（ちょん　いりょん）、中田　佳佑、藤井　慎太郎
医療法人友紘会西大和リハビリテーション病院リハビリテーション部

10:30〜11:02	 ポスター ：運動・行為� 座長：早川　裕子（横浜市立脳卒中・神経脊椎センター）

	 1P7-1	 両手動作時に左手に特異的な拙劣さを認めた症例 �  171
飯塚　航平1（いいつか　こうへい）、平田　樹伸1、國友　淳子1、大林　茂2

1埼玉医科大学総合医療センターリハビリテーション部、
2埼玉医科大学総合医療センターリハビリテーション科

	 1P7-2	 右半球損傷後に特異的な運動症状を呈した症例におけるリーチ課題の定量的評価 �  171
中田　佳佑1（なかた　けいすけ）、板口　典弘2

1医療法人友紘会西大和リハビリテーション病院リハビリテーション部、
2慶應義塾大学文学部

	 1P7-3	 行為の停滞を認めた左右両側脳梗塞症例に対する介入経験�
－課題の文脈を考慮した介入指針の立案－ �  172
林田　佳子1（はやしだ　よしこ）、石橋　ゆりえ1、奥埜　博之1、河島　則天2

1医療法人孟仁会摂南総合病院リハビリテーション科、
2国立障害者リハビリテーションセンター研究所運動機能系障害研究部

	 1P7-4	 遂行機能と抽象的思考に着目した転倒予防のための介入課題の試み �  172
仲西　朝美（なかにし　あさみ）、青山　雄樹、林田　佳子、石橋　ゆりえ、
奥埜　博之
医療法人孟仁会摂南総合病院リハビリテーション科

11:15〜11:47	 ポスター ：描画・ゲルストマン症候群�
� 座長：近藤　正樹（京都府立医科大学大学院脳神経内科学／京都府リハビリテーション支援センター）

	 1P8-1	 神経心理学的描画検査における描画行為の質的分析－脳腫瘍の部位の影響 �  173
依光　美幸1（よりみつ　みゆき）、天野　京子1、塚田　賢信1、長尾　卯乃1、
山田　良治4、矢藤　優子3、幕内　充2

1がん・感染症センター都立駒込病院リハビリテーション科、
2国立障害者リハビリテーション研究所脳機能系障害研究部門高次脳機能障害研究室、
3立命館大学総合心理学部、4がん・感染症センター都立駒込病院脳神経外科

	 1P8-2	 時計描写テストで知覚転位(allochiria)を認めた髄膜脳炎の一症例 �  173
宮武　仁志1（みやたけ　ひとし）、木村　理沙1、齋藤　祐太朗1、小栗　卓也1、
加藤　秀紀1、湯浅　浩之1、櫻井　圭太2

1公立陶生病院脳神経内科、2国立長寿医療研究センター放射線診療部

	 1P8-3	 失語症を呈した方の全般的知的能力を測定するための立方体透視図模写課題の�
可能性について �  174
作田　浩行1（さくだ　ひろゆき）、土橋　三枝子2、村上　実穂3、増山　英理子1

1昭和大学保健医療学部作業療法学科、2武蔵中原まちいクリニック、
3虎の門病院リハビリテーション部言語聴覚科



プ
ロ
グ
ラ
ム

第
1
日

― 39 ―― 39 ―

	 1P8-4	 ゲルストマン症候群を初期症状としたSNAP型PCAの一例 �  174
和泉　美和子1（いずみ　みわこ）、田中　弘2、池内　健3

1三島病院神経心理科、2三島病院精神科、
3新潟大学脳研究所生命科学リソース研究センター
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A会場（12月3日（土）　2日目）

9:00〜11:00	 シンポジウム4：脳画像で探るパーキンソン病�
� 座長：渡辺　宏久（藤田医科大学医学部脳神経内科学）�
� 菊池　昭夫（山形県立保健医療大学）　　　　　

	 SY4-1	 パーキンソン病の嚥下障害 �  92
菊池　昭夫（きくち　あきお）
山形県立保健医療大学

	 SY4-2	 嗅覚検査と脳画像でせまるパーキンソン病の認知機能障害 �  93
馬場　徹（ばば　とおる）
国立病院機構仙台西多賀病院

	 SY4-3	 顔パレイドリア：パーキンソン病における錯視と初期幻視 �  94
梶山　裕太（かじやま　ゆうた）
大阪大学大学院医学系研究科神経内科学

	 SY4-4	 脳画像から考えるパーキンソン病の視知覚障害 �  95
渡辺　宏久（わたなべ　ひろひさ）
藤田医科大学医学部脳神経内科学

11:00〜12:00	 会長講演� 座長：森　　悦朗（大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学）

	 PL	 感じる高次脳機能 �  64
平山　和美（ひらやま　かずみ）
山形県立保健医療大学

13:10〜14:00	 セミナー 3� 座長：梅田　　聡（慶應義塾大学文学部心理学研究室）

	 S3	 脱抑制はなぜ起こる？ �  70
船山　道隆（ふなやま　みちたか）
足利赤十字病院神経精神科

14:00〜14:50	 セミナー 4� 座長：大槻　美佳（北海道大学大学院保健科学研究院高次脳機能創発分野）

	 S4	 神経変性疾患における高次脳機能障害と画像・病理 �  72
川勝　忍（かわかつ　しのぶ）
福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座

15:00〜17:00	 シンポジウム6：感じられない、感じてしまう、違って感じる　身体・体性感覚�
� 座長：山田　麻和（社会医療法人春回会長崎北病院）

	 SY6-1	 右半身を左側より小さく感じる�
−脳梗塞後に体性感覚の錯覚を呈した一例− �  104
山田　麻和（やまだ　まい）
社会医療法人春回会長崎北病院
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	 SY6-2	 他人に触れられたと感じる�
―左手足に重度の体性感覚障害を呈した右半球損傷例― �  105
石橋　凜太郎（いしばし　りんたろう）
医療法人穂翔会村田病院リハビリテーション部

	 SY6-3	 感じないのに判別できる�
―後部島-頭頂弁蓋梗塞後の体性感覚障害例を経験して― �  106
花田　恵介（はなだ　けいすけ）
阪和記念病院リハビリテーション部／大阪公立大学リハビリテーション学研究科

	 SY6-4	 身体部位を正しく感じられない？�
－脳梗塞後に身体部位失認を呈した一例－ �  107
坂本　和貴（さかもと　かずたか）
福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座／山形大学医学部精神医学講座／
千歳篠田病院

17:00〜17:20	 表彰式、閉会の辞
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B会場（12月3日（土）　2日目）

9:00〜11:00	 シンポジウム5：感じられない、感じてしまう、違って感じる　聴覚�
� 座長：菅野　重範（東北大学病院高次脳機能障害科）

	 SY5-1	 聴覚路の損傷による聞こえ方の変化　-自験例の紹介- �  98
菅野　重範（かんの　しげのり）
東北大学病院高次脳機能障害科

	 SY5-2	 聞こえているのに聞き取れない -聴覚と注意の関係- �  99
小渕　千絵（おぶち　ちえ）
国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科

	 SY5-3	 原発性進行性失語（PPA）と聴覚障害～自験例をふまえて �  100
川上　暢子（かわかみ　のぶこ）
東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野

	 SY5-4	 レビー小体型認知症の幻聴についての検討 �  101
津野田　尚子（つのだ　なおこ）

（医）医誠会メモリーメンタルクリニックみつぐまち診療所

12:10〜13:00	 ランチョンセミナー 2�
� 座長：冨山　誠彦（弘前大学大学院医学研究科脳神経内科学講座）

	 LS2	 蛋白凝集・伝播メカニズムからみたレビー小体病の多様性
長谷川　隆文（はせがわ　たかふみ）
東北大学大学院医学系研究科神経・感覚器病態学講座神経内科学分野

共催：武田薬品工業株式会社

13:10〜13:50	 口演：支援者� 座長：瀧澤　　学（神奈川県総合リハビリテーション事業団）

	 2B1-1	 福岡市立学校における高次脳機能障害児の在籍状況�
－養護教諭への調査を通して－ �  177
和田　明美（わだ　あけみ）、高田　美里、小原　葉子
福岡市立心身障がい福祉センター

	 2B1-2	 作業療法士と理学療法士の燃え尽きに関する職種別の比較 �  177
泊り　由希子1（とまり　ゆきこ）、松田　祥幸2、樫林　哲雄3、須賀　楓介4、
數井　裕光2

1北海道千歳リハビリテーション大学健康科学部リハビリテーション学科、
2高知大学医学部神経精神科学教室、3兵庫県立西播磨病院認知症疾患センター、
4兵庫県こころのケアセンター

	 2B1-3	 高次脳機能障害の障害特性に応じた支援者の養成 �  178
今橋　久美子（いまはし　くみこ）、深津　玲子
国立障害者リハビリテーションセンター研究所
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	 2B1-4	 公的機関で働く高次脳機能障害者への定着支援事例�
～他職種連携と支援上の課題～ �  178
増田　諭（ますだ　さとる）
はたらく人・学生のメンタルクリニック

13:50〜14:30	 口演：復学・復職・自立� 座長：深津　玲子（国立障害者リハビリテーションセンター）

	 2B2-1	 脳出血発症後に大学へ入学したが、休学となった高次脳機能障害症例の�
復学・卒業に向けた支援 �  179
君島　美穂1（きみしま　みほ）、橋詰　由美1,2、江村　俊平1,2、徳田　涼子1

1医療法人社団永生会永生クリニックリハビリテーション科、
2南多摩高次脳機能障害支援センター

	 2B2-2	 オンラインを用いた十分な家族指導により早期の社会復帰が可能となった�
高次脳機能障害の一例 �  179
伊藤　俊幸1（いとう　としゆき）、武田　有希1、福井　雄樹1、宮崎　泰広1、
高橋　秀寿2、小柳　俊哉3、木川　浩志3

1飯能靖和病院リハビリテーション科、
2埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーション科、3飯能靖和病院

	 2B2-3	 高次脳機能障害者に対する意志決定支援について�
―もやもや病事例への多職種対応を通して― �  180
渡邉　修1,2（わたなべ　しゅう）、橋本　弦太郎1,2、大渕　恵1,2、小野　航暉1,2、
知野　俊文1,2、山田　尚基1,2、安保　雅博2

1東京慈恵会医科大学附属第三病院リハビリテーション科、
2東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座

	 2B2-4	 回復期脳卒中患者における入院時の認知関連行動アセスメントと退院時の�
歩行自立度について �  180
中橋　亮平（なかはし　りょうへい）、森田　秋子、牧　芳昭、山田　将成
鵜飼リハビリテーション病院リハビリテーション部

14:30〜15:10	 口演：調査� 座長：上田　敬太（京都光華女子大学健康科学部医療福祉学科言語聴覚専攻）

	 2B3-1	 発症後3年以降に相談があった高次脳機能障害者に関する調査（1）�
―2019年度全国支援拠点機関新規相談数から― �  181
齊藤　敏子1,2（さいとう　としこ）、上田　幸彦2,3、四ノ宮　美惠子2,4、
松井　健太2,5、山口　加代子2,6

1神奈川県総合リハビリテーションセンター、2リハビリテーション心理職会、
3沖縄国際大学、4東京リハビリテーションセンター世田谷、
5川崎市中部リハビリテーションセンター、6中央大学

	 2B3-2	 発症後3年以降に相談があった高次脳機能障害者に関する調査（2）�
―支援困難だったケースに関する検討― �  181
山口　加代子1,2（やまぐち　かよこ）、上田　幸彦2,3、四ノ宮　美惠子2,4、
齊藤　敏子2,5、松井　健太2,6

1中央大学、2リハビリテーション心理職会、3沖縄国際大学、
4東京リハビリテーションセンター世田谷、5神奈川県総合リハビリテーションセンター、
6川崎市中部リハビリテーションセンター
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	 2B3-3	 重度の意識障害を呈する脳外傷による高次脳機能障害児・者の転帰 �  182
宮崎　彰子1,2（みやざき　あきこ）、八木　真美1、矢野　実郎1,2、種村　純2、
平岡　崇3、花山　耕三3

1川崎医科大学附属病院リハビリテーションセンター、
2川崎医療福祉大学リハビリテーション学部、
3川崎医科大学リハビリテーション医学教室

	 2B3-4	 小児期に受傷した高次脳機能障害者の職業リハビリテーションにおける�
意思決定支援の在り方の検討 �  182
大塚　栄子1,2（おおつか　えいこ）、中澤　若菜3、中島　光喜4、小澤　温2

1植草学園大学保健医療学部リハビリテーション学科作業療法学専攻、
2筑波大学人間総合科学学術院リハビリテーション科学学位プログラム、
3神奈川県リハビリテーション病院、4千葉県千葉リハビリテーションセンター

15:10〜15:50	 口演：運転1� 座長：加藤　徳明（小波瀬病院リハビリテーション科）

	 2B4-1	 脳卒中以外の脳損傷者におけるJ-SDSAの予測精度に関する検討 �  183
勝浦　駿平1（かつうら　しゅんぺい）、齊藤　秀和2,3、飯田　滉大1,3、太田　久晶2,3

1札幌医科大学附属病院リハビリテーション部、
2札幌医科大学保健医療学部作業療法学科、3札幌医科大学大学院保健医療学研究科

	 2B4-2	 高次脳機能障害が残存した患者様への運転再開プログラムにおける�
実車評価の検討 �  183
有賀　美紀1（ありが　みき）、森　芳久1、山中　義崇2

1医療法人社団城東桐和会タムス浦安病院、
2君津中央病院企業団国保直営総合病院君津中央病院

	 2B4-3	 脳卒中後の自動車運転再開時のヒヤリハット体験の有無と認知機能との関連 �  184
庄司　浩基1,2（しょうじ　ひろき）、竹内　さくら2、吉村　由佳2、桂川　綾奈2、
寺島　宏明2、辰巳　寛3

1名古屋市立大学医学部附属東部医療センター、
2公益社団法人地域医療振興協会市立恵那病院、3愛知学院大学

	 2B4-4	 臨時適性相談にて運転再開となった一例 �  184
佐藤　卓也1,2（さとう　たくや）、大平　弘樹3、崎村　陽子4

1新潟医療福祉大学言語聴覚学科、2新潟リハビリテーション病院言語聴覚科、
3新潟リハビリテーション病院作業療法科、
4新潟リハビリテーション病院リハビリテーション科

15:50〜16:30	 口演：運転2�
� 座長：渡邉　　修（東京慈恵会医科大学附属第三病院リハビリテーション科）

	 2B5-1	 ドライブレコーダーの記録で運転能力の低下が認められなかった�
前頭側頭葉変性症の1例 �  185
長澤　隆暁1（ながさわ　たかあき）、峯瀬　正祥1、上村　直人2、藤戸　良子3、
數井　裕光3

1高知県立あき総合病院精神科、2高知大学保健管理センター、
3高知大学医学部神経精神科学講座
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	 2B5-2	 急性期におけるJ-SDSAの合格予測値と不合格予測値の差と�
神経心理学的検査との関連性 �  185
井上　信悟1（いのうえ　しんご）、石榑　礼乃1、佐藤　理菜1、溝口　真永1、
水野　江利香1、渡邉　浩司2

1掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センターリハビリテーション室、
2掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センターリハビリテーション科

	 2B5-3	 健常ドライバーにおける運転時の視野可視化の試み �  186
園原　和樹（そのはら　かずき）
桔梗ケ原病院

	 2B5-4	 健常者における利き手および非利き手で実施した神経心理学的検査の比較 �  186
岩本　英介（いわもと　えいすけ）、加藤　徳明
小波瀬病院リハビリテーション科
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C会場（12月3日（土）　2日目）

9:00〜9:40	 口演：半側空間無視1�
� 座長：石合　純夫（札幌医科大学医学部リハビリテーション医学講座）

	 2C1-1	 線分二等分課題成績とopen loop pointing課題成績との関連についての検討：�
変則的プリズム順応課題を用いて �  189
太田　久晶1,2（おおた　ひさあき）、竹内　利貴2,3、齊藤　秀和1

1札幌医科大学保健医療学部作業療法学科、2札幌医科大学大学院保健医療学研究科、
3社会医療法人柏葉会柏葉脳神経外科病院リハビリテーション部

	 2C1-2	 プリズム順応課題は健常者に対して刺激中心性無視様現象を引き起こす �  189
竹内　利貴1,2（たけうち　としき）、齊藤　秀和3、太田　久晶1,3

1札幌医科大学大学院保健医療学研究科、
2社会医療法人柏葉会柏葉脳神経外科病院リハビリテーション部、
3札幌医科大学保健医療学部作業療法学科

	 2C1-3	 生活期の半側空間無視に対するMixed Realityの効果 �  190
橋本　晋吾1,2（はしもと　しんご）、種村　留美2、砂川　耕作1、山下　円香1,2

1関西医科大学リハビリテーション学部、2神戸大学生命・医学系保健学域

	 2C1-4	 半側空間無視に対するバーチャルリアリティーを用いた空間における�
探索行動の評価方法の開発：予備的検証 �  190
藤森　禎子1,2（ふじもり　さちこ）、大川　和己3、田原　敬4、矢野　博明5、
河野　禎之6

1目白大学保健医療学部言語聴覚学科、
2筑波大学人間総合科学学術院人間総合科学研究群リハビリテーション科学学位プログラム、
3筑波大学理工情報生命学術院システム情報工学研究群知的機能システム学位プログラム、
4茨城大学教育学部、5筑波大学システム情報系、6筑波大学人間系

9:40〜10:20	 口演：半側空間無視2� 座長：太田　久晶（札幌医科大学保健医療学部作業療法学科）

	 2C2-1	 半側空間無視患者に対する四肢活性化の効果についての検討�
－四肢活性化と視覚走査訓練との比較－ �  191
菅原　光晴1（すがわら　みつはる）、前田　眞治2、高田　善栄3、山本　潤4、
佐々木　智5

1清伸会ふじの温泉病院、2国際医療福祉大学大学院、
3総合南東北病院リハビリテーション科、
4国際医療福祉大学小田原保健医療学部作業療法学科、
5川崎市立川崎病院リハビリテーション科

	 2C2-2	 レーザーポインターを用いた探索課題で左一側性空間無視に改善を認めた一症例�
　 �  191
由利　拓真1（ゆり　たくま）、山脇　理恵1、西田　野百合1、馬場　千夏1、
坂井　薫2、南角　学1、池口　良輔1,3、松田　秀一1,3、村井　俊哉4

1京都大学医学部附属病院リハビリテーション部、2京都大学医学部附属病院腎臓内科、
3京都大学大学院医学研究科整形外科学、4京都大学大学院医学研究科精神医学
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	 2C2-3	 BIT文字抹消試験の文字認識の差とOta testの関連について �  192
高田　善栄1（たかだ　よしひで）、前田　眞治2、菅原　光晴3、山本　潤4

1（一財）総合南東北病院、2国際医療福祉大学大学院リハビリテーション学分野、
3清伸会ふじの温泉病院、4国際医療福祉大学小田原保健医療学部作業療法学科

	 2C2-4	 急性期半側空間無視患者におけるCatherine Bergego Scaleと �
modified Posner taskとの関係について �  192
志田　航平1,2（しだ　こうへい）、網本　和2、深田　和浩1、尾崎　新平2,3、
高橋　秀寿4、牧田　茂4

1埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーションセンター、
2東京都立大学大学院人間健康化学研究科、3関西電力病院リハビリテーション科、
4埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーション科

10:20〜11:00	 口演：半側空間無視・身体�
� 座長：鈴木　匡子（東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学）

	 2C3-1	 左半側空間無視患者の横書き文の音読に文の配置と構造が与える影響：�
視線計測を用いた検討 �  193
小笠原　まなみ1（おがさわら　まなみ）、阿部　晶子2、橋本　律夫3

1国際医療福祉大学病院リハビリテーション室、2国際医療福祉大学言語聴覚学科、
3国際医療福祉大学病院脳神経内科

	 2C3-2	 左半側空間無視患者の刺激駆動型注意に対するバーチャルリアリティ治療効果：�
ランダム化クロスオーバー試験 �  193
尾崎　新平1,2,3（おさき　しんぺい）、網本　和3、田邊　淳平3,4、吉弘　奈央3,5、
宮崎　泰広2、恵飛須　俊彦1,2

1関西電力病院リハビリテーション部、
2関西電力医学研究所リハビリテーション医学研究部、
3東京都立大学大学院人間健康科学研究科、4広島都市学園大学リハビリテーション学科、
5関西医療大学作業療法学科

	 2C3-3	 左視床梗塞後，右半身にmacrosomatognosiaを呈した一例 �  194
小柳　昌彦1（こやなぎ　まさひこ）、山田　麻和1、佐藤　秀代2、佐藤　聡2、
辻畑　光宏2

1社会医療法人春回会長崎北病院総合リハビリテーション部、
2社会医療法人春回会長崎北病院神経内科

	 2C3-4	 右頭頂葉の脳梗塞後，後方病変型の他人の手徴候が疑われた症例への介入 �  194
永野　達郎（ながの　たつろう）
徳島県立中央病院医療技術局リハビリテーション技術科

13:10〜13:50	 口演：発語失行・錯語�
� 座長：高倉　祐樹（北海道大学大学院保健科学研究院高次脳機能創発分野）

	 2C4-1	 発語失行構音運動プログラミング障害仮説の検証�
－純粋型単一事例の調音音声学的分析から－ �  195
伊澤　幸洋1,2（いざわ　ゆきひろ）、村田　寛子2、十河　みどり3

1福山市立大学教育学部児童教育学科、2岡山リハビリテーション病院言語聴覚室、
3岡山リハビリテーション病院内科
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	 2C4-2	 左頭頂側頭葉部てんかんにより軽度失語症及びForeign Accent Syndromeを�
呈した1例 �  195
矢内　朋子1（やない　ともこ）、古木　忍1、星　涼子1、小板橋　陽子1、
菅原　恵梨子2

1平塚共済病院リハビリテーション科、2平塚共済病院神経内科

	 2C4-3	 常同的語性錯語の発現機序について �  196
中川　良尚1（なかがわ　よしたか）、笹嶋　侑子1、近藤　郁江1、原　未来1、
佐野　洋子1、船山　道隆2、山谷　洋子3、加藤　正弘3

1江戸川病院リハビリテーション科、2足利赤十字病院精神神経科、3江戸川病院神経内科

	 2C4-4	 復唱ができないが、発話は流暢で音韻性錯語が生じない左被殻出血の�
失語症の1症例 �  196
菅波　美穂1,2（すがなみ　みほ）、山田　智美1、齋藤　玲子1、新保　暁1、
稲生　実枝1

1医療法人山柳会塩味病院、2慶應義塾大学大学院医学研究科精神・神経科学教室

13:50〜14:30	 口演：発声・発話障害� 座長：佐藤　睦子（総合南東北病院神経心理学研究部門）

	 2C5-1	 右島を含む一側の梗塞後にFoix-Chavany-Marie症候群を呈した一例 �  197
青木　亜美1（あおき　あみ）、平山　和美2、武士　晴香1、阿久津　由紀子1、
永山　徹1、近藤　健男1

1竹田綜合病院リハビリテーション科、2山形県立保健医療大学

	 2C5-2	 生理的・反射的発声も困難だった発声失行の一例 �  197
根來　亜希（ねごろ　あき）、藤原　大、三浦　綾沙、小野　初音、菅原　恵
宮城厚生協会坂総合病院リハビリテーション室

	 2C5-3	 無動無言症から混合型超皮質性失語、さらに超皮質性感覚失語に移行した1例�
－前頭葉症状の関与について－ �  198
青木　健太1,3（あおき　けんた）、塚本　能三2、芦塚　あおい2、中家　未乃里1、
長友　勇樹1、田村　彩乃1、大丸　帆奈1、根木　星奈1、江川　航平1、
末本　浩基4

1医療法人裕紫会中谷病院リハビリテーション科、
2大阪河崎リハビリテーション大学言語聴覚学科、
3大阪河崎リハビリテーション大学大学院リハビリテーション研究科、
4医療法人裕紫会中谷病院内科

	 2C5-4	 マイクでの誘導により発話が促進された超皮質性運動失語例 �  198
武士　晴香1（たけし　はるか）、阿久津　由紀子1、青木　亜美1、近藤　健男1、
永山　徹1、平山　和美2

1一般財団法人竹田健康財団竹田綜合病院、2山形県立保健医療大学

14:30〜15:10	 口演：評価法の検討� 座長：林　　敦子（神戸大学大学院保健学研究科）

	 2C6-1	 FAB類似性課題の誤反応について －脳・神経疾患入院患者での検討－ �  199
堀川　康平1（ほりかわ　こうへい）、水田　秀子2、豊田　果穂1、笹沼　直樹1、
内山　侑紀3、道免　和久3

1兵庫医科大学病院リハビリテーション技術部、2所属なし、
3兵庫医科大学リハビリテーション医学講座
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	 2C6-2	 非日本語話者に対する神経心理学的検査実施の経験 �  199
田辺　翔1（たなべ　しょう）、佐藤　卓也1,2、眞田　菜緒3

1新潟リハビリテーション病院言語聴覚科、
2新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
3新潟リハビリテーション病院リハビリテーション科

	 2C6-3	 認知症の人と家族介護者の認知症の評価に対する要望調査 �  200
植田　郁恵1（うえだ　いくえ）、大沢　愛子1、吉村　貴子2、川村　皓生1、
神谷　正樹1、伊藤　直樹1、前島　伸一郎3、加賀谷　斉1、荒井　秀典4

1国立長寿医療研究センターリハビリテーション科、
2京都先端科学大学健康医療学部言語聴覚学科、
3国立長寿医療研究センター長寿医療研修センター、4国立長寿医療研究センター

	 2C6-4	 アルツハイマー病における重症度に応じた神経心理検査の妥当性；�
因子分析における不偏性の検討 �  200
吉澤　浩志（よしざわ　ひろし）、伊藤　梓、柏木　英人、関　美沙、北川　一夫
東京女子医科大学脳神経内科

15:10〜15:50	 口演：評価法の開発� 座長：緑川　　晶（中央大学文学部）

	 2C7-1	 失語症者のための談話評価法開発の試み　第3報：�
1分間あたりの自立語数，CIU数，%CIU とカットオフ値の検討 �  201
川上　勝也1,2（かわかみ　かつや）、吉畑　博代2、道又　爾3

1東京工科大学医療保健学部リハビリテーション学科言語聴覚学専攻、
2上智大学大学院言語科学研究科言語学専攻、3上智大学総合人間科学部心理学科

	 2C7-2	 失語症を対象とする音韻機能検査法の開発：失語症のある方への適用 �  201
唐澤　健太1,2（からさわ　けんた）、春原　則子2

1リハビリテーション天草病院リハビリテーション部、2目白大学保健医療学部

	 2C7-3	 2010年以降の本邦の社会的出来事に関する「遠隔記憶検査」更新版の開発�
－健忘症例の検討－ �  202
山本　小緒里1（やまもと　さおり）、小西　海香2、田中　春奈3、江口　洋子2、
葛西　有代4、池上　正斗5、佐竹　祐人6、菊地　尚久7、三村　悠2、
穴水　幸子2,8

1千葉県千葉リハビリテーションセンター言語聴覚科、
2慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室、3東京都健康長寿医療センター、
4総合リハビリ美保野病院、5伊那中央病院、6大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、
7千葉県千葉リハビリテーションセンター診療部、8国立病院機構栃木医療センター

	 2C7-4	 遠隔で行う標準失語症検査の信頼性と満足度の予備的試行 �  202
飯干　紀代子1（いいぼし　きよこ）、市川　勝2、黒川　容輔3、中川　良尚4、
中島　明日佳5、畑添　涼6、寳地　沙紀1、三村　將7

1志學館大学人間関係学部、2北里大学医療衛生学部リハビリテーション学科、
3日本福祉教育専門学校言語聴覚療法学科、4江戸川病院リハビリテーション科、
5足利赤十字病院リハビリテーション科、
6熊本保健科学大学保健科学部リハビリテーション学科、
7慶應義塾大学医学部精神神経学教室
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D会場（12月3日（土）　2日目）

9:00〜9:40	 口演：構文・談話� 座長：森田亜由美（東北大学病院リハビリテーション部）

	 2D1-1	 失語症の文理解における構文の使用頻度の影響 �  205
大石　斐子1（おおいし　あやこ）、徳山　明子2、近藤　瑛奈2、橋口　美佳子2、
西岡　未紗2、宮崎　史帆2、辻川　将弘3

1国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科、
2東京湾岸リハビリテーション病院言語聴覚科、
3東京湾岸リハビリテーション病院リハビリテーション科

	 2D1-2	 失語症の文発話における述部の特徴―左前方病変例と左後方病変例の比較 �  205
菅野　倫子1（かんの　みちこ）、藤田　郁代2、岡田　理恵子3

1国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科、2国際医療福祉大学大学院、
3国際医療福祉大学福岡保健医療学部言語聴覚学科

	 2D1-3	 叙述的発話の困難さの様相が異なる力動失語の2例 �  206
元木　雄一朗1（もとき　ゆういちろう）、赤池　絢1、東川　麻里2

1甲州リハビリテーション病院リハビリテーション部、2北里大学医療衛生学部

	 2D1-4	 Main concept産出に注目した失語のある人の談話特徴 �  206
矢頭　瞳1,2（やず　ひとみ）、吉畑　博代2

1日本医科大学付属病院リハビリテーション科、
2上智大学大学院言語科学研究科言語学専攻

9:40〜10:10	 口演：失語・各種症候� 座長：浦野　雅世（横浜市立脳卒中・神経脊椎センター）

	 2D2-1	 左視床梗塞5例における言語障害の特徴と脳血流の関連 �  207
関　美沙（せき　みさ）、吉澤　浩志、山岸　沙衣、柏木　英人、北川　一夫
東京女子医科大学脳神経内科

	 2D2-2	 進行性の語聾と語間代を呈した一例 �  207
林　敦子1（はやし　あつこ）、山本　泰司2、松田　実3

1神戸大学大学院保健学研究科、2神戸大学保健管理センター、
3清山会医療福祉グループいずみの杜診療所

	 2D2-3	 語間代を呈したロゴペニック型原発性進行性失語（lvPPA）のその後の経過 �  208
田中　春奈1（たなか　はるな）、加藤　貴行1、吉野　眞理子2

1東京都健康長寿医療センターリハビリテーション科、2元筑波大学人間系

10:20〜11:00	 口演：抽象語・比喩・オノマトペ� 座長：春原　則子（目白大学）

	 2D3-1	 失語症者における抽象語の意味処理�
－理解障害の重症度と誤反応パターンに関する検討－ �  208
笹嶋　侑子1（ささじま　ゆうこ）、中川　良尚1、近藤　郁江1、原　未来1、
佐野　洋子1、船山　道隆2、山谷　洋子3、加藤　正弘3

1江戸川病院リハビリテーション科、2足利赤十字病院神経精神科、3江戸川病院神経内科
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	 2D3-2	 抽象語が指示するカテゴリーのまとまり （凝集性） とAlzheimer病 �  209
古本　英晴（ふるもと　ひではる）
国立病院機構千葉医療センター脳神経内科

	 2D3-3	 脳損傷者における比喩理解障害－どのような比喩が理解しにくいのか－ �  209
中村　光1（なかむら　ひかる）、藤本　憲正2、涌谷　陽介3

1岡山県立大学保健福祉学部現代福祉学科、2倉敷平成病院リハビリテーション科、
3倉敷平成病院脳神経内科

	 2D3-4	 オノマトペの言葉から生じる感覚情報処理に関わる皮質脊髄路の興奮性の検討�
-経頭蓋磁気刺激法を用いた解析- �  210
有賀　理恵子（あるが　りえこ）、入江　啓輔、松本　杏美莉、小川　明莉、
大島　千尋、梁　楠
京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻

13:10〜13:50	 口演：体性感覚� 座長：武田　克彦（文京認知神経科学研究所）

	 2D4-1	 左半身の温度覚障害のみを呈した右延髄中外側梗塞の1例 �  210
花田　恵介1,2（はなだ　けいすけ）、平山　和美3、徳田　和宏1、海瀬　一也1、
小山　隆4、藤田　敏晃5

1阪和記念病院リハビリテーション部、
2大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科、3山形県立保健医療大学、
4阪和記念病院リハビリテーション科、5阪和記念病院脳神経外科

	 2D4-2	 基本的体性感覚が強く障害された脳出血2症例の皮質性感覚の違い �  211
與田　夏菜恵1（よだ　かなえ）、花田　恵介1,2、平山　和美3、徳田　和宏1、
海瀬　一也1、小山　隆4、藤田　敏晃5

1阪和記念病院リハビリテーション部、
2大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科、3山形県立保健医療大学、
4阪和記念病院リハビリテーション科、5阪和記念病院脳神経外科

	 2D4-3	 頭頂葉出血後に一側肢について自己のものと感じない，存在を感じないと�
訴えた3例 �  211
秋葉　周1（あきば　しゅう）、伊井　都優美1、花田　恵介2,3、竹林　崇3、
平山　和美4

1東京都済生会中央病院リハビリテーション技術科、
2阪和記念病院リハビリテーション部、
3大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科、4山形県立保健医療大学

	 2D4-4	 視床梗塞後に皮膚せん断力覚，深部圧覚の障害，局所ジストニア様症状を�
呈した一例 �  212
寺岡　優希1（てらおか　ゆうき）、花田　恵介3,4、壹岐　伸弥1、川口　琢也1、
横井　香代子2、井上　香2、藤井　浩美2、平山　和美2

1医療法人香庸会川口脳神経外科リハビリクリニック、
2山形県立保健医療大学保健医療学部作業療法学科、
3大阪公立大学リハビリテーション学研究科、
4医療法人錦秀会阪和記念病院リハビリテーション部
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13:50〜14:30	 口演：視覚� 座長：伊関　千書（山形大学医学部内科学第三講座（神経学分野））

	 2D5-1	 低酸素脳症後に背側型同時失認を呈した1例について �  212
渡邉　俊紀1（わたなべ　としのり）、太田　久晶2

1社会医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院リハビリテーション科、
2札幌医科大学保健医療学部作業療法学科

	 2D5-2	 低酸素脳症患者の視覚認知機能に対する横断研究�
～ Eye trackerを用いた視線解析～ �  213
中島　裕也1,2（なかじま　ゆうや）、高橋　宣弘1,2、川端　香1,2、塩見　格一1、
小林　康孝1,2

1福井医療大学保健医療学部リハビリテーション学科、
2福井県高次脳機能障害支援センター

	 2D5-3	 スクロールする日本語黙読時における視線移動の特徴 �  213
前山　昂弥1（まえやま　たかや）、澤村　大輔2、吉田　一生2、鈴木　哲平3、
小笠原　克彦4、境　信哉4

1北海道大学大学院保健科学院、
2北海道大学大学院保健科学研究院リハビリテーション科学分野、
3北海道教育大学岩見沢校、4北海道大学大学院保健科学研究院健康科学分野

	 2D5-4	 若年健常者における相貌認知検査成績と不安傾向の関連 �  214
大石　如香1,2（おおいし　ゆか）、有賀　楓1、栗田　幸平3

1新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
2新潟医療福祉大学大学院保健学専攻言語聴覚学分野、
3千葉大学子どものこころの発達教育研究センター

14:30〜15:10	 口演：空間・動きの認知�
� 座長：阿部　晶子（国際医療福祉大学保健医療学部言語聴覚学科）

	 2D6-1	 「止まっているものが動いて見える」等の特徴的な視・空間認知症状を呈した�
後部皮質萎縮症の１例 �  214
伊関　千書1（いせき　ちふみ）、小林　良太2、鈴木　匡子3、太田　康之1

1山形大学医学部内科学第三講座（神経学分野）、2山形大学医学部精神医学講座、
3東北大学大学院医学系研究科高次脳機能障害学

	 2D6-2	 左後頭頭頂葉損傷により概念空間のイメージ障害を呈した1例 �  215
川島　広明1（かわしま　ひろあき）、船山　道隆2、星野　由衣1、金子　祐大1、
中島　明日佳1、平塚　遥香1、澤部　実季1、間々田　浩明1、稲葉　貴恵1、
黒崎　修平1、馬場　尊1

1足利赤十字病院リハビリテーション科、2足利赤十字病院神経精神科

	 2D6-3	 左脳梁膨大後域出血で純粋な道順障害が長期に継続した一例 �  215
岡田　友里1（おかだ　ゆり）、川上　暢子2、森原　啓介2、柿沼　一雄2、
松原　史歩2、菅野　重範2、鈴木　匡子2

1みやぎ県南中核病院脳神経内科、2東北大学医学系研究科高次機能障害学分野
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	 2D6-4	 右前頭葉グリオーマにおける背側上縦束の走行パターンが視空間認知機能に�
及ぼす影響 �  216
中嶋　理帆1（なかじま　りほ）、木下　雅史2、沖田　浩一3、中田　光俊2

1金沢大学リハビリテーション科学領域、2金沢大学脳神経外科、
3金沢大学附属病院リハビリテーション部

15:10〜15:50	 口演：妄想� 座長：西尾　慶之（東京都立松沢病院）

	 2D7-1	 両側前頭葉の頭部外傷により特徴的な妄想性誤認と作話を呈した症例 �  216
宇野　友貴1（うの　ゆき）、瀬尾　恭一2、鈴木　匡子3

1山形県立中央病院リハビリテーション室、2山形県立中央病院脳神経外科、
3東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学

	 2D7-2	 右中大脳動脈瘤破裂によるくも膜下出血後に二重見当識、人物誤認、�
自発性作話を呈した1例 �  217
崎山　奈々 1（さきやま　なな）、大森　智裕2、石川　芽衣1、穴水　幸子3

1川越リハビリテーション病院リハビリテーション部、
2国際医療福祉大学成田病院リハビリテーション技術部、
3国立病院機構栃木医療センター精神科

	 2D7-3	 実物と写真で異なる認識を示した脳血管障害によるフレゴリの錯覚の一例 �  217
中井　俊輔1,2（なかい　しゅんすけ）、磯野　理3、掛川　泰朗4、田中　寛之2

1京都民医連あすかい病院リハビリテーション部、
2大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科、3京都民医連あすかい病院神経内科、
4関西福祉科学大学保健医療学部リハビリテーション学科

	 2D7-4	 自傷行為の出現が麻痺肢の自他認識に影響を受けたと考えられた右半球損傷例 �  218
立場　文音1,2（たてば　あやね）、橋本　幸成3、岡崎　孝宏4

1JCHO熊本総合病院リハビリテーション部、
2熊本保健科学大学大学院保健学研究科リハビリテーション領域、
3目白大学医療保健学部言語聴覚学科、4JCHO熊本総合病院脳卒中センター
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ポスター会場（12月3日（土）　2日目）

9:30〜10:02	 ポスター ：小児・発達障害� 座長：丹治　和世（小石川東京病院）

	 2P1-1	 脳出血により発症した小児失語の一例 �  221
石岡　梨紗子（いしおか　りさこ）、日浦　麻緒、温井　めぐみ、湯野　真弓、
小川　智江、草間　由美子、岡崎　伸
大阪市立総合医療センター小児言語科

	 2P1-2	 高次脳機能障害による二次障害を発症した小児脳腫瘍経験者の特徴 �  221
温井　めぐみ（ぬくい　めぐみ）、石岡　梨紗子、湯野　真弓、日浦　麻緒、
小川　智江、草間　由実子、岡崎　伸
大阪市立総合医療センター小児言語科

	 2P1-3	 定型発達者における自閉症傾向の個人差と顔に対するP100事象関連電位成分の�
個人差との関連性 �  222
柴崎　光世1（しばさき　みつよ）、畑中　彩花2

1明星大学心理学部、2明星大学大学院心理学研究科

	 2P1-4	 発達障害支援における神経心理学的手法の応用 �  222
市瀬　実里（いちせ　みさと）
長崎総合科学大学総合情報学部

10:15〜10:47	 ポスター ：支援者� 座長：今橋久美子（国立障害者リハビリテーションセンター）

	 2P2-1	 神経心理的な知識を必要とする職場で働く心理職の職業アイデンティティ �  223
岡村　陽子（おかむら　ようこ）
専修大学人間科学部心理学科

	 2P2-2	 作業療法士による脳損傷者への就労支援−当事者との関わり方・やり取り− �  223
栗原　良子1,2（くりはら　りょうこ）、長尾　徹3、種村　留美3

1帝京平成大学健康メディカル学部作業療法学科、
2神戸大学大学院保健学研究科博士後期課程、
3神戸大学生命・医学系保健学域リハビリテーション科学領域

	 2P2-3	 当院における高次脳機能障害診療支援チーム立ち上げの紹介 �  224
早川　裕子（はやかわ　ゆうこ）、飯塚　ほのか、松葉　好子
横浜市立脳卒中・神経脊椎センターリハビリテーション部

	 2P2-4	 高次脳機能障害者への就労定着支援のあり方の検討 �  224
田中　葉子1（たなか　ようこ）、小倉　由紀1、老川　久美江1、安森　太一2、
三宅　純子2、高橋　誠貴2、岡本　美希子3、菊地　尚久4

1千葉県千葉リハビリテーションセンター障害者支援施設更生園就労支援科、
2千葉県千葉リハビリテーションセンターリハビリテーション治療部、
3千葉県千葉リハビリテーションセンター高次脳機能障害支援部、
4千葉県千葉リハビリテーションセンター診療部



プ
ロ
グ
ラ
ム

第
2
日

― 55 ―― 55 ―

9:30〜10:02	 ポスター ：運転1� 座長：豊倉　　穣（東海大学大磯病院リハビリテーション科）

	 2P3-1	 運転課題中のマインドワンダリングによる不注意状態の検出 �  225
吉田　一生1（よしだ　かずき）、澤村　大輔1、八木　幹雄2、中嶋　悠2、
齊藤　隆司3、山村　奈央3、小笠原　克彦1、境　信哉1

1北海道大学大学院保健科学研究院、
2パナソニックオートモーティブシステムズ株式会社、3北海道大学大学院保健科学院

	 2P3-2	 運転再開が困難な脳卒中患者の自動車運転自己効力感の特徴 �  225
畑　茉莉亜1（はた　まりあ）、大矢　敏久1、野村　緑1、杉浦　佳恋1、
大沢　愛子2、小田　高司3

1小林記念病院入院診療部、2長寿医療研究センター、3小林記念病院診療部

	 2P3-3	 高次脳機能障害者に対する自動車運転適性評価が安全運転意識に与える影響の検討 �  226
田邉　信彦1（たなべ　のぶひこ）、杉江　加代子1、嘉瀬井　和美1、中川　円香1、
八木　真子1、新田　朋美2、小室　太郎3

1市立長浜病院リハビリテーション技術科、2市立長浜病院眼科、
3市立長浜病院脳神経外科

	 2P3-4	 脳卒中発症初期に左半側空間無視を呈した３症例の自動車運転再開の可否判定 �  226
田中　幸平1（たなか　こうへい）、大塚　幸二1、大石　裕也1、大松　聡子2、
河島　則天3

1静岡リハビリテーション病院リハビリテーション部、
2国立障害者リハビリテーションセンター病院リハビリテーション部再生医療リハビリテーション室、
3国立障害者リハビリテーションセンター研究所運動機能系障害研究部神経筋機能障害研究室

10:15〜10:47	 ポスター ：運転2� 座長：目黒　祐子（東北医科薬科大学病院）

	 2P4-1	 脳血管疾患・外傷性脳損傷患者の自動車運転再開におけるJ-SDSA再評価の分析 �  227
佐敷　俊成（さしき　としなり）、平川　圭子、國場　さやか、中村　瑞穂、
岩永　尚子、山中　香奈、中馬　孝容
滋賀県立総合病院リハビリテーション科

	 2P4-2	 高次脳機能障害者の自動車運転再開に関する紹介基準作成の試み �  227
長谷川　純子（はせがわ　じゅんこ）、石田　理恵子、安森　太一、赤荻　英理、
小倉　由紀、菊地　尚久
千葉県千葉リハビリテーションセンター

	 2P4-3	 脳障害者の運転再開後にみられた症状と運転行動の変化 �  228
沼田　歩1（ぬまた　あゆみ）、豊倉　穣2

1一財）太田綜合病院附属太田熱海病院作業療法科、
2東海大学医学部付属大磯病院リハビリテーション科

	 2P4-4	 右半球脳損傷後遺症者の路上運転時の視覚探索 �  228
小田桐　匡1（おだぎり　まさし）、岩瀬　弘明2、兒玉　隆之1、日沖　義治3、
吉田　武史3、中地　佑果3、村上　貴士3、駒垣　裕澄4、柴田　真明4

1京都橘大学健康科学部、2神戸国際大学リハビリテーション学部、
3京都博愛会病院リハビリテーション科、4岩倉自動車教習所
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9:30〜10:02	 ポスター ：社会参加1�
� 座長：中島　裕也（福井医療大学保健医療学部リハビリテーション学科作業療法学専攻�
� （福井県高次脳機能障害支援センター））

	 2P5-1	 訪問リハビリテーション事業所における高次脳機能障害者の推移 �  229
浅野　友佳子1（あさの　ゆかこ）、中村　充雄2、中村　眞理子2

1文屋内科消化器科医院訪問リハビリテーションらいらっく、
2札幌医科大学保健医療学部

	 2P5-2	 高次脳機能障害者自立生活アシスタント事業への相談からみえた課題 �  229
青木　明子1（あおき　あきこ）、野々垣　睦美1、鈴木　雄介2

1特定非営利活動法人高次脳機能障害友の会ナナクラブハウスすてっぷなな、
2湘南医療大学

	 2P5-3	 回復期リハ病棟認知症者併存患者における退院後のサービス利用 �  230
池上　泰友（いけがみ　やすとも）
愛仁会リハビリテーション病院リハ技術部理学療法科

	 2P5-4	 地域で暮らす高次脳機能障害者へグループ認知リハビリテーションがもたらすもの�
～アンケートの質的分析～ �  230
江尻　知穂1,2（えじり　ちほ）、俵　あゆみ1、納谷　敦夫1、種村　留美2

1なやクリニック、2神戸大学大学院保健学研究科リハビリテーション科学領域

10:15〜10:47	 ポスター ：社会参加2� 座長：山口加代子（中央大学）

	 2P6-1	 新型コロナウイルス感染症流行により生じた高次脳機能障害者の復職支援の変化 �  231
野路井　未穂1（のじい　みほ）、玉井　創太1、白井　理水1、上野　未由希1、
緑川　晶1,2、高岡　徹1

1横浜市総合リハビリテーションセンター、2中央大学

	 2P6-2	 高次脳機能障害者を対象としたレク的グループアプローチのフレームワーク �  231
白川　大平（しらかわ　だいへい）、殿村　暁、山岸　すみ子、永山　千恵子、
城間　めぐみ、宮内　繭子、吉澤　拓也、南雲　海、青木　重陽、後藤　恵子
神奈川リハビリテーション病院

	 2P6-3	 対人交流が希薄となっていた失語症患者への支援 �
-集団訓練を通し就労移行支援機関へ繋げた1例- �  232
露木　拓将（つゆき　たくまさ）、松元　健、小林　國明、蘭　佳代子、南雲　海、
青木　重陽
神奈川県総合リハビリテーション事業団

	 2P6-4	 職場で不慮の事故により脳機能低下を生じた女性の回復過程について�
―認知機能と心理機能に着目して― �  232
沼田　悠梨子1,2（ぬまた　ゆりこ）、平元　侑1、吉野　彩香4、中山　晴雄1、
岩渕　聡1、中島　恵子3

1東邦大学医療センター大橋病院脳神経外科、
2筑波大学附属病院認知症疾患医療センター、3京都文教大学臨床心理学部、
4東邦大学医療センター大橋病院ソーシャルワーカー室
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9:30〜10:02	 ポスター ：解析・調査� 座長：二村　明徳（昭和大学藤が丘病院神経内科）

	 2P7-1	 画像認識技術を用いた運動症状特徴づけの試み：重力方向に着目した運動解析 �  233
安藤　瑠称1（あんどう　るな）、吉岡　実穂2、大門　正太郎3、板口　典弘4

1静岡大学総合科学技術研究科、2JAとりで総合医療センターリハビリテーション部、
3クラーク病院リハビリテーション部、4慶應義塾大学文学部

	 2P7-2	 音声認識システムを用いた構音障害音声の聴覚印象の定量化 �  233
北原　正道1（きたはら　まさみち）、山田　千晴2、大門　正太郎3、板口　典弘4

1静岡大学大学院総合科学技術研究科、2早稲田大学人間総合研究センター、
3クラーク病院リハビリテーション部、4慶應義塾大学文学部

	 2P7-3	 地域高齢者における視覚探索課題中の注視分析 �  234
砂川　耕作1,2（すながわ　こうさく）、橋本　晋吾1、山下　円香1、中山　淳1、
浅井　剛1、脇田　正徳1、種村　留美3

1関西医科大学リハビリテーション学部、2上ヶ原病院リハビリテーション科、
3神戸大学大学院保健学研究科

	 2P7-4	 本邦におけるメロディックイントネーションセラピーの現況：MIT 全国実態調査 �  134
佐藤　正之1,3（さとう　まさゆき）、田部井　賢一2,3、織田　敦子3、白石　真3、
重岡　大介3、張本　浩平3,4、鈴木　峰貴3,5、辰巳　寛3,6、関　啓子3,7

1東京都立産業技術大学院大学認知症・神経心理学講座、
2東京都立産業技術大学院大学産業技術研究科、
3日本メロディックイントネーションセラピー協会、4株式会社gene、
5株式会社エスコアール、6愛知学院大学心身科学部、7三鷹高次脳機能障害研究所

10:15〜10:47	 ポスター ：評価法�
� 座長：内田　信也（国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科）

	 2P8-1	 Comprehensive Aphasia Testの日本語版（JCAT）へのadaptationについて �  235
吉畑　博代1（よしはた　ひろよ）、渡邊　理恵2、杉山　貴子3、伊集院　睦雄4、
綿森　淑子5

1上智大学大学院言語科学研究科言語聴覚研究コース、2東京共済病院言語聴覚療法室、
3東京都立墨東病院リハビリテーション科、4県立広島大学保健福祉学部、
5広島県立保健福祉大学名誉教授

	 2P8-2	 失語症者のコミュニケーション自己信頼感尺度「CCRSA日本語版」の�
信頼性・妥当性の予備的検討 �  235
小谷　優平1（こだに　ゆうへい）、種村　純1、中村　光2

1川崎医療福祉大学言語聴覚療法学科、2岡山県立大学大学院保健福祉学研究科

	 2P8-3	 認知症診療に用いられる日常生活活動ならびに生活の質に関する評価一覧 �  236
伊藤　直樹1（いとう　なおき）、大沢　愛子2、前島　伸一郎3、植田　郁恵1、
吉村　貴子4、大高　恵莉5、神谷　正樹1、佐藤　弥生6、加賀谷　斉2、
荒井　秀典7

1国立長寿医療研究センターリハビリテーション科部、
2国立長寿医療研究センターリハビリテーション科、
3国立長寿医療研究センター長寿医療研修センター、
4京都先端科学大学健康医療学部言語聴覚学科、
5国立長寿医療研究センター健康長寿支援ロボットセンター、
6国立長寿医療研究センター先端医療開発推進センター、7国立長寿医療研究センター
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	 2P8-4	 喫煙に対する明示的、暗黙的態度�
－喫煙者、非喫煙者における態度の乖離と暗黙的態度の異なる特徴 �  236
吉田　一生1（よしだ　かずき）、高　欣悦2、澤村　大輔1、齋藤　隆司2、
村上　優衣3、矢野　里香4、桜庭　聡5、吉田　晋5、境　信哉1

1北海道大学大学院保健科学研究院リハビリテーション科学分野、
2北海道大学大学院保健科学院、3北海道文教大学人間科学部、
4北海道大学大学院保健科学研究院基盤看護学分野、
5北海道医療大学リハビリテーション科学部


